
上下水道事業会計について
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上下水道事業会計の概要

• 企業会計方式を採用
• 発生主義に基づく複式簿記での会計処理
• 多様な財務分析や経営分析に対応、透明性が高い
• 公営企業として、独立採算制を維持することが原則
• 公共福祉の増進の観点から採算以外の運営も重要
• 総務省より一般会計からの繰入金の基準が示される
• 予算決算双方ともを重視する
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公営企業会計と一般会計との違い

[一般会計] ⭢ 「資金の流れを管理」
[公営企業会計] ⭢ 「損益や資産負債の管理」

項目 公営企業会計 一般会計

会計方式 発生主義・複式簿記 現金主義・単式簿記

収入支出
損益取引と資本的取引
（収益的収支・資本的収支）

歳入・歳出

予算決算・作成書類等
予算決算双方重視の立場
予算決算書の他、
貸借対照表、損益計算書等

予算中心主義
予算決算書の他、
事項別明細書等
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発生主義とは

• 取引や事象が発生した時点で費用や収益を計上する会計の
考え方

• お金の動き（現金の受け取り・支払い）とは関係なく認識
• 事業の実態・経済活動を正しく反映しやすい

≪例≫ 商品を販売した時点で収益を計上し、代金の受取りは後日でも良い

サービス提供
収益計上
（売上認識）

現金受取
（後日）
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期間損益計算（費用配分）について

≪例≫

100万円の建設費を5年間で

均等償却（年間20万円）

建設改良費は複数年にわたり費用配分が必要

→ 減価償却を用いて年度ごとの経費を平準化

減価償却を行うべき資産に国庫補助金を受けた場合は、長期前受金で年度ごと収益化する
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損益取引と資本取引の明確化

【損益取引】 □

（3条予算・収益的収支）
▶維持管理に係る収入・支出

▶使用料収入、維持費用

【資本取引】 □

（4条予算・資本的収支）
   ▶ 建設費用・工事負担金等の収入・支出
▶ 施設の新設、改修

損益取引は“日々の運営に
関わる費用収益”

資本取引は“施設の新設・改修な
ど大きな支出収入”

経常的経費 投資的経費
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貸借対照表と損益計算書の作成

• 損益計算書で年度の収支を
明確化

• 貸借対照表で資産・負債の
状況を把握

• 運営費用と収益のバランス
を分析し、財務健全性を維持
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